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令和５年度 宮城県宮城第一高等学校 公開授業研究会及び講演会 

―探究力を育てながら、確かな学力を身に付けさせる授業実践―について（御案内） 

 

 時下、貴職におかれましては、ますます御清祥のこととお喜び申し上げます。 

また、日頃より本校の教育活動に御理解と御助力を賜り、厚く御礼申し上げます。 

さて、本校では、探究的な授業、ＩＣＴを利活用した授業の構築、３観点による評価

の実施について、研修を重ねて参りました。今回は、探究力を育てながら、確かな学力

を身につけさせる授業実践の具体を公開いたします。探究的な学びを、授業の中で生徒

の学力向上にいかに結び付けるかをご教授いただくべく、文部科学省 高等学校教育改

革の関するアドバイザーもお務めである、大正大学 教授 浦崎太郎 氏 による講演

会を開催いたします。 

 つきましては、貴下教職員の皆様へ周知いただきますとともに、御参加につきまして

御配慮賜りますようお願い申し上げます。 

 

記 

１ 日 時 令和５年７月１８日（火） 

２ 日 程 12:00～12:30 来校者受付 

12:30～12:45 開会行事・趣旨説明（本校視聴覚室） 

        13:00～13:45  公開授業 

        13:45～14:25（40 分） 授業検討会（各教室） 

      14:30～16:00（90 分） 講演 

演題「探究的な授業 もう一歩先へ 

～その意義と授業手法改善の具体例について～（仮）」 

    大正大学 地域創生学部 教授 浦崎 太郎 氏  

（秋桜館アリーナ） 

16:00～16:30  質疑応答  

16:30～16:40 閉会行事（秋桜館アリーナ）             

３ 会 場 宮城県宮城第一高等学校 視聴覚室・各教室・秋桜館アリーナ 

４ 申  込 別紙要項のとおり、QR コードで７月４日（火）までにお申し込みく 

ださい。 

５ その他 本校は駐車場が手狭になっております。やむを得ない場合を除いては、公

共交通機関の御利用をお願いいたします。また、自家用車御利用の場合で

も、できる限りお乗り合わせいただきますよう、御協力お願い申し上げま

す。 

 

 

 

 

 

 

担当：宮城県宮城第一高等学校 

   探究教育センター 教師力向上班 

   教諭  都築 みと   

TEL：022-227-3211   FAX：022-227-3213 

E-mail：tsuzuki-mi061@td.myswan.ed.jp 

mailto:tsuzuki-mi061@td.myswan.ed.jp


 

 

令和５年度 宮城県宮城第一高等学校 公開授業研究会及び講演会 

―探究力を育てながら、確かな学力を身に付けさせる授業実践―   実施要項 

 

探究教育センター（教師力向上班） 

 

１ 目 的  

  本校では、探究的な授業、ＩＣＴを利活用した授業の構築、また、３観点による評

価の実施について、研修を重ねて参りました。しかし、同時に生徒・保護者・地域か

らは進学校として、本校生徒の学力向上、具体には進路目標を達成するための資質・

能力を育成するための授業への期待が寄せられています。探究力を育てながら、確か

な学力を身につけさせる授業実践の具体を公開し、県内外の先生方に参観していただ

くことで、授業者及び宮城第一高校職員、ご参観の先生方の授業力向上、さらなる改

善を図ることを目的とします。 

 

 

２ 期 日   令和５年７月１８日（火） 

 

 

３ 会 場   宮城県宮城第一高等学校・視聴覚室・各教室・秋桜館アリーナ 

 

 

４ 日 程    12:00～12:30 来校者受付 

12:30～12:45 開会行事・趣旨説明（本校視聴覚室） 

            13:00～13:45  公開授業（下記の通り） 

            13:45～14:25（40 分） 授業検討会（各教室） 

            14:30～16:00（90 分） 講演 

演題「探究的な授業 もう一歩先へ 

～その意義と授業手法改善の具体例について～（仮）」 

     大正大学 地域創生学部 教授 浦崎 太郎 氏  

（秋桜館アリーナ） 

16:00～16:30  質疑応答  

         16:30～16:40 閉会行事（秋桜館アリーナ）  

 

 

５ 授業者    国 際（*国際言語探究）都築 みと 谷口 亜希 木村 篤史  

         数 学（数学Ⅰ）   山内 勝利              

         公 民（公 共）   和田 善行              

            英 語（英語コミュニケーションⅡ） 門馬 厚子         

         理 科（地学基礎）  日向野 敦史              

         *本校の学校設定科目であり、国語科教員による授業 

 

 

 

 

 



６ 授業内容・実施クラス・場所 

 

 

７ 申し込み期限 令和５年７月４日（火）まで 

※申込みは下記 URL または右の QR コードからお願いします。  

  https://forms.office.com/r/7bi1JMKa62 

 

   

科目 授 業 内 容 クラス・場所 

国際

言語

探究 

「英語圏で日本文学をベストセラーにする方法を考察する」 

英語圏の人々に日本文学の魅力を理解してもらう条件を考察し、英語のタイ

トルを含め、文学作品の装丁を作成する。国際的に通用する効果的な論理を

考察し、効果的な言語表現を用いて本のセールスの試行を行う中で、日本人

の思考・言語表現の特徴を自覚し、他国の人々との差異を認識し、的確な言

語表現を目指す。 

国際探究科 

(３Ａ教室) 

数学

Ⅰ 

「データの分析」 

高速道路の交通量と速度に関するデータをグループで分析し、考察すること

で、主体的・対話的で深い学びを目指すとともに思考力・判断力を育成す

る。 

1 年 2 組 

公共 

「社会権・社会保障制度について」 

社会権の内容と国家の施策を結びつけて理解することでより深い学びにつな

げる。ICT 機器を用いて主体的・対話的で深い学びを目指すとともに、思考

力・判断力を育成する。（単元については変更の可能性があります） 

 

2 年 4 組 

 

英語

CⅡ 

授業内容 「英語能力向上のための発信型授業」 

英語コミュニケーションⅡの授業で学んだ内容に自分の考えを加えながら、

関連事項について英語で表現する力をつけることで英語能力を高めることを

目指す。 

2 年 5 組 

地学 

基礎 

「地形の成因を考える」 

地学基礎の学習を通して学んだ火山、断層、河川地形の知識を用いて、実際

の地形がどのようにしてできたのかを推測し、議論する。 

2 年 1 組 

https://forms.office.com/r/7bi1JMKa62

